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あらまし：企業や大学のミーティングでは，発表者はスクリーンに投影する資料を利用して発表する場合

がある．一方参加者は多くの場合，口頭のみで質問やコメント等を伝える．この時，意図した内容が伝わ

らりにくい場合がある．この問題を解決するために，本研究室ではこれまでにスクリーンに投影している

画面に対し，参加者のパソコンやタブレット端末から自由に線を描画できるミーティング支援システムを

開発してきた．今回は HTML5を利用して，画面共有と共有する画面に対し，文字や線などを描画できる機

能をミーティング支援システムに実装した．これにより，Webブラウザからミーティング支援システムを

利用できる． 
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1. はじめに 
企業や大学では，仕事や研究を円滑に進めていく

ために小規模なミーティング(以下，小人数ミーティ
ング)が継続的に実施されている 1)． 
 少人数ミーティングでは，ホワイトボード・大型

ディスプレイ・プロジェクタとスクリーンなどを用

いて情報を共有している．本研究では，プロジェク

タとスクリーンを利用したミーティングを想定する．

プロジェクタとスクリーンを利用する場合，発表者

はスクリーンに投影する資料を利用して発表する．

一方参加者は多くの場合，口頭のみで質問やコメン

ト等を伝える．この時，意図した内容が伝わりにく

い場合がある．この問題を解決するため我々はこれ

までに，スクリーンに投影している画面に対し，参

加者のパソコンやタブレット端末から自由に線を描

画できるミーティング支援システム(以下，本システ
ム)を開発してきた．本システムを利用することで，
参加者は口頭だけでなく，描画情報を用いて質問や

コメント等を伝達できる．しかし，本システムを利

用する場合，利用者は専用のクライアントソフトを

使わなければならない．そのため，毎年人が入れ替

わる大学などの研究機関では，その都度学生のパソ

コンやタブレット端末にクライアントソフトをダウ

ンロードする必要がある．そこで本研究ではHTML5
を利用して，画面共有と共有する画面に対し，自由

に線を描画できる機能を本システムに実装した．こ

れにより，参加者は専用のクライアントソフトをダ

ウンロードせずに，Webブラウザから本システムを
利用できる． 
2. 関連研究 
企業や大学のミーティングを支援することを目的

としたシステムは多く開発されている(1-3)． 
石戸谷らのシステムでは，大型ディスプレイとタ

ブレット端末を用いる．このシステムでは，個々の

タブレット端末から入力した文字や画像などを大型

ディスプレイに表示することにより情報を共有して

いる．また，ミーティングの内容をクラウド環境に

保存している．これにより，ミーティングの内容を

後に閲覧できる．このシステムはタブレット端末に

対して専用のクライアントソフトを提供している．

そのため，利用者は事前にクライアントソフトをダ

ウンロードしておく必要がある． 
また，パソコンの画面を共有することのできるシ

ステムとしては，VNCや Skypeなど様々なシステム
がある．しかし，これらのシステムも専用のクライ

アントソフトが必要であることが多い．Webブラウ
ザのみで画面を共有できるシステムとして

ScreenLeapがある．ScreenLeapは，送信者側で Java
アプレットを使用することで，Webブラウザのみで
の画面共有を可能にしている．しかし ScreenLeapは，
画面を共有するのみであり，共有画面に対し自由に

線を描画できない． 
3. ミーティング支援システム 
本システムの構成を図 1に示す．本システムはサ

ーバとクライアントで構成される． 
サーバはクライアントのグループを作成し，画像

データや描画データを中継する． 
クライアントは発表者側クライアントと参加者側

クライアントに分かれる．発表者側クライアントに

は，プロジェクタに接続したパソコンを使用する．

発表者側クライアントでは，パソコンの画面をキャ

プチャした画像データをサーバに送信し，スクリー
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図 1システム構成図 

ンに表示する．参加者側クライアントには，パソコ

ンかタブレット端末を使用する．参加者側クライア

ントでは，サーバから画像データを受信し表示する

ことで，画面を共有できる．また参加者は，共有画

面に対し自由に線を描画できる．共有画面に線が描

画された時，線の色と座標(以下，描画データ)がサ
ーバに送信される．そしてサーバは，受信した描画

データを他のクライアントに転送する．他のクライ

アントは，自分の共有画面に対して受信した描画デ

ータを元に自動的に描画する． 
3.1 HTML5を利用した描画画面共有機能 

1章で記述した通り，本システムを利用する場合，
利用者は専用のクライアントソフトが必要になる．

そのため利用者は，予めクライアントソフトをダウ

ンロードしておく必要がある．そこで本研究では，

HTML5 を用いて画面共有と，その画面に対し自由
に線を描画できる機能(以下，本機能)を本システム
に実装した．これにより，クライアントソフトが不

要になる． 
本機能は画像データと描画データの送受信に

WebSocketを用いる．WebSocketとは Webブラウザ
と Web サーバ間でソケット通信ができる技術であ
る．これにより，Webブラウザから任意のタイミン
グでデータの送受信ができる．共有画面や描画内容

の表示には，Canvas機能を用いる．Canvas機能とは
HTML5と JavaScriptで線の描画や画像の表示などが
できる技術である．本機能では，共有画面を表示す

る Canvas の上に描画内容を表示する透明な Canvas
を重ねる．これにより，共有画面が更新されても，

描画情報が上書きされない． 
利用者は，Webブラウザを用いてサーバにアクセ

スする．アクセスすると，図 2に示す「ホーム画面」
が表示される．本機能を利用する場合，「参加者側」

を選択する． 参加者側を選択した後のユーザインタ
ーフェイスが図 2．に示す「参加者側画面」である．
「参加者側画面」は共有画面や描画内容を表示する

「画面表示部」と設定を変更する「コントロール部」

で構成される． 
コントロール部では接続の解除，描画機能のオ

ン・オフ，色の変更，描画情報のクリア，共有画面

のサイズの変更ができる．タブレット端末では，描

画機能がオンの時に，共有画面をスワイプすること

で画面に対し描画できる．オフの場合，共有画面を

動かすことができる．また画面サイズを変更するこ

 
図 2ユーザインターフェイス 

とで画像の拡大・縮小ができる．これにより画面サ

イズが小さいタブレット端末でも共有画面を全て表

示できる． 
4. 実験・考察 
本システムの評価実験としてクライアントの接続

数におけるサーバのメインメモリ(以下，MM)の使用
量を計測した．実験では，8 台のパソコンと 7 台の
タブレット端末計 15台を 1台ずつサーバに接続し，
その際のMMの使用量を計測した．なお，共有画面
にはストップウォッチを動かしているデスクトップ

画面(1920×1080pixel)を用いた．また実験は，サー
バ・クライアント共に同一 LAN 内で実施した．実
験の結果，接続台数による増加は無く，最大 160MB
のMMを使用した．また，各クライアント間の遅延
は，最大 2秒未満であった． 
次に，15台のクライアントを接続した状態で，何

人まで同時に描画できるかを検証した．検証の結果，

3 人同時に描画した際，全てのクライアントでシス
テムがフリーズした．原因は，本機能がシングルス

レッドで動いているからだと考えられる．シングル

スレッドの場合，一度に多くの処理が来ると，全て

の計算を終えるまで Web ブラウザが更新されない．
これにより，システムがフリーズしたように感じて

しまう． 
5. 結論・今後の予定 
本研究では，HTML5 を利用した画面共有と，そ

の画面に自由に線を描画できる機能を開発した．こ

れにより，クライアントソフトを使用せずに画面と

描画情報の共有ができる． 
今後は，HTML5 による「発表者側」の機能の開

発と本機能の安定性を上げるための機能のマルチス

レッド化を予定している． 
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